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む
く
む
、
痺
れ
る
、
こ
む
ら
返
り
で
飛
び

起
き
る…

。
足
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
ミ
ド
ル
エ

イ
ジ
以
上
な
ら
一
度
や
二
度
は
な
ど
の
経
験

が
お
あ
り
だ
ろ
う
。
そ
の
た
び
に
、
少
し
で

も
暖
め
よ
う
と
掌
で
さ
す
る
私
た
ち
だ
が
、

実
は
筋
肉
の
問
題
で
は
な
く
、
血
流
が
滞
り

足
に
溜
ま
る
「
静
脈
の
血
液
」
が
原
因
で
あ

る
こ
と
が
少
な
く
な
い
と
い
う
。

　

宮
崎
県
立
宮
崎
病
院
の
心
臓
血
管
外
科

部
長
な
ど
要
職
を
務
め
、
多
数
の
手
術
を

執
刀
し
て
き
た
久
容
輔
医
師
が
『
い
き
め

大
腸
肛
門
外
科
内
科
』
の
副
院
長
に
就
任

し
た
の
は
、
今
年
７
月
の
こ
と
だ
。
そ
の

豊
富
な
経
験
か
ら
、
上
記
の
よ
う
な
症
状

で
考
え
ら
れ
る
主
な
原
因
と
し
て
、
動
脈

硬
化
や
神
経
性
の
疾
患
と
と
も
に
「
下
肢

静
脈
瘤(※

写
真
①
）
」
を
挙
げ
る
。

　

思
わ
ず
身
構
え
そ
う
に
な
る
病
名
だ

が
、
日
本
で
は
10
人
に
１
人
が
患
っ
て

い
る
と
す
る
報
告
も
あ
る
身
近
な
存
在
。

立
ち
仕
事
の
従
事
者
や
、
経
産
婦
で
は

二
人
に
一
人
と
特
に
多
く
、
足
の
血
管

が
膨
れ
て
瘤
（
こ
ぶ
）
の
よ
う
に
な
る

進
行
性
の
疾
病
だ
。

「
股
の
付
け
根
か
ら
足
首
の
内
側
へ
と

伸
び
る
血
管
を
大
伏
在
静
脈
、
膝
の
裏

側
か
ら
ふ
く
ら
は
ぎ
に
向
か
う
血
管
を

小
伏
在
静
脈
と
呼
び
ま
す
。
深
部
静
脈

と
は
違
い
皮
膚
か
ら
浅
い
部
分
を
走
る

こ
れ
ら
の
表
在
静
脈
は
、
筋
肉
の
収
縮

で
血
液
を
心
臓
へ
と
押
し
上
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
カ
バ
ー
す
る

の
が
ご
存
じ
静
脈
弁
で
す
が
、
何
ら
か

の
原
因
で
機
能
不
全
に
陥
る
と
、
血
液

の
循
環
と
逆
流
が
繰
り
返
さ
れ
て
足
に

溜
ま
り
始
め
ま
す
。
こ
れ
が
、
大
ま
か

な
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
す
」
（
久
医
師
）

　

血
管
が
浮
い
て
見
え
た
り
、
皮
下
脂

肪
が
炎
症
を
起
こ
し
て
色
素
が
沈
着
し

た
り
す
る
ほ
か
、
放
置
す
る
と
潰
瘍
を

作
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
か
ら
穏
や
か

で
は
な
い
。

　

同
院
の
看
板
は
、
大
腸
肛
門
外
科
内
科
。

一
瞬
「
あ
れ
？
」
と
思
う
が
、
実
は
お
馴

染
み
の
痔
核
も
一
種
の
静
脈
瘤
。
加
え
て
、

県
内
を
代
表
す
る
専
門
医
の
ひ
と
り
で
あ

る
久
医
師
を
迎
え
た
同
院
だ
け
に
、
下
肢

の
動
脈
の
狭
窄
を
非
侵
食
的
に
測
定
で
き

る
Ａ
Ｂ
Ｉ
検
査
な
ど
、
心
臓
血
管
分
野
の

先
進
的
な
環
境
が
整
う
の
も
当
然
で
あ
る

わ
け
だ
。

　

下
肢
静
脈
瘤
の
場
合
は
、
超
音
波
検
査

な
ど
で
血
液
逆
流
の
原
因
箇
所
や
状
況
を

調
べ
、
治
療
法
を
決
定
す
る
。
要
手
術
の

場
合
は
、
原
因
の
静
脈
を
ワ
イ
ヤ
ー
で
引

き
抜
く
昔
な
が
ら
の
ス
ト
リ
ッ
ピ
ン
グ
手

術
（
大
伏
在
静
脈
抜
去
術
）
を
は
じ
め
い

く
つ
か
の
方
法
が
あ
る
が
、
近
年
は
ラ
ジ

オ
波
を
使
っ
た
静
脈
焼
灼
術
が
多
い
と
か
。

「
主
に
膝
下
か
ら
カ
テ
ー
テ
ル
を
挿
入
し
、

原
因
の
血
管
を
焼
い
て
内
側
か
ら
塞
ぐ
手

術
法
で
す
。
局
所
麻
酔
の
場
合
は
日
帰
り

で
き
ま
す
し
、
脊
椎
麻
酔
（
腰
椎
麻
酔
）

を
ご
希
望
の
場
合
で
も
入
院
・
手
術
・
退

院
の
２
泊
３
日
、
術
後
は
２
週
間
ほ
ど
ス

ト
ッ
キ
ン
グ
を
着
用
す
る
圧
迫
療
法
を
行

う
ケ
ー
ス
が
一
般
的
で
す
」

　

宮
崎
県
宮
崎
市
の
『
い
き
め
大
腸
肛
門
外
科
内
科
』
は
、
大
腸
及
び
肛
門
の
疾
病
に
特
化
し

た
専
門
医
院
。
エ
コ
ー
検
査
機
器
か
ら
C
T
ま
で
設
備
も
充
実
し
た
県
内
で
も
数
少
な
い
肛
門

外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
し
て
地
元
で
は
よ
く
知
ら
れ
る
存
在
だ
が
、
最
近
は
地
域
の
循
環
器
外
科

の
拠
点
の
役
割
も
果
た
し
て
い
る
。
県
立
病
院
の
心
臓
血
管
外
科
部
長
を
迎
え
て
治
療
と
啓
発

に
取
り
組
む
疾
病
と
は
。

重
い
、
痺
れ
、
攣
る
、
不
快
感…

わたしのわたしの のの ドクタードクター

　

局
所
麻
酔
は
数
か
所
に
及
ぶ
た
め
、
場
合

に
よ
っ
て
は
入
院
の
選
択
肢
を
取
る
人
も
い

る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
焼
灼
療
法
の
適

用
基
準
か
ら
外
れ
る
場
合
に
は
伏
在
静
脈
抜

去
術
を
選
ぶ
こ
と
が
多
い
が
、
こ
ち
ら
は
脊

椎
麻
酔
が
推
奨
さ
れ
数
日
の
入
院
期
間
が
見

込
ま
れ
る
。
そ
う
し
た
際
に
柔
軟
に
応
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
も
、
痔
を
中
心
と
し
た
手

術
設
備
・
入
院
設
備
が
整
う
同
院
な
ら
で
は
。

足
の
違
和
感
は
「
血
液
の
逆
流
」
?

足
が
ダ
ル
い
、
重
い
、
つ
ら
い…

大
腸
肛
門
外
科
は
、
熟
練
の
専
門
医
が
い
れ

ば
意
外
な
ほ
ど
の
対
応
力
を
発
揮
す
る
の
だ
。

　

か
つ
て
手
術
を
受
け
持
っ
た
患
者
に
外
来

で
、
再
会
す
る
こ
と
も
増
え
、
彼
ら
が
安
堵

し
た
表
情
を
見
せ
て
く
れ
る
と
本
当
に
嬉
し

い…

と
久
医
師
。
「
痺
れ
ひ
と
つ
を
取
っ
て

も
、
動
脈
性
・
静
脈
性
・
神
経
系
と
原
因
は

多
様
で
す
。
足
の
ト
ラ
ブ
ル
は
軽
く
考
え
ず
、

早
め
の
受
診
を
お
す
す
め
し
た
い
で
す
ね
」

大
腸
肛
門
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

循
環
器
外
科
を
受
診
す
る
利
点
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いきめ大腸肛門外科内科

いきめ大腸肛門外科内科
http://www.seiryo-t.or.jp/ikimekomon/

診療◆午前 8:30 ～12:30 ( 受付 11:30、

土曜12:00まで )　午後 15:30 ～17:30

(受付は16:30まで)　

休診日◆木・土の午後・日曜祝日　

所在地◆宮崎市大字浮田3099 番地 1

アクセス◆宮崎駅から6.5km（車で16分）。

国道10号線都城方面に約5.5km、浮田

東で県道9 号線に入る。北（跡江方面）

へ直進約 1km。

電話◆0985-48-2500

1995 年鹿児島大学医学部卒業。鹿児島

大学医学部附属病院、国立循環器病セン

ター 再生医療部、マサチューセッツ総

合病院（MGH）、鹿児島大学大学院医歯

学総合研究科 循環器・呼吸器・消化器

疾患 制御学 助教、宮崎県立宮崎病院 

心臓血管外科部長を経て、2021 年 7 月

いきめ大腸肛門外科内科 副院長に就任。

■日本外科学会外科専門医、日本心臓血

管外科学会心臓血管外科専門医。

副院長  久 容輔（ひさし ようすけ）

原
因
は
、
実
は

「血
液
の
逆
流
」
？

宮
崎
県
・
宮
崎
市
●
下
肢
静
脈
瘤
治
療
・
手
術
を
迅
速
か
つ
正
確
に

ラジオ波焼灼装置

超音波診断装置

ABI 測定装置

※写真①


